
オニグルミ

トチノキ

コナラ

ミズナラ

クリ

クヌギ

カシワ

サワグルミ

キハダ

カラタチ

アキグミ

スズカケノキ

ムクゲ

サルスベリ

キングサリー

ハナズオウ

マメツゲ

カツラ

アオダモ

マタタビ

イタヤカエデ

タニウツギ

ハクウンボク

ネムノキ

イヌエンジュ

ボケ

カスミザクラ

ハマナス

ケヤキ

エゾヤマザクラ

クロモジ

エゾエノキ

ニワウメ

ナナカマド

シダレモモ

シロヤマブキ

ベニシタン

ミツデカエデ

ヤマモミジ

イロハモミジ

ハウチワカエデ

コミネカエデ

ニシキギ

マユミ

ツリバナ

オオカメノキ

ミヤマガマズミ

カンボク

マンサク

ハシバミ

サンショウ

エゴノキ

ホオノキ

ハリギリ

当年発芽 翌年発芽

樹

種

０％ ２５％ ５０％ ７５％ １００％
播種当年、翌年の発芽割合（％）

主な樹種の播種当年と翌年の発芽割合

（全発芽数を100とした場合）

１　研究のねらい

  造林用あるいは緑化木用の広葉樹の育苗技

術のうち、本県のような寒冷地方での発芽特

性を明らかにする。

２　材料と方法

(1)本県内に自生、あるいは植栽されている

7 78種類を対象とした。

(2)種子は1993～1995年に採取して、ポリ袋

にに入れて４℃で保存し、翌春に播種した。

(3)播種は、矢巾町煙山にある林業技術セン

タター苗畑で行い、播種育苗管理は、一般的

なな方法によった。

(4)発芽した苗は秋に掘り取って、その本数

  を記録した。小さい苗及び発芽が見られな

  い播種床はそのまま放置して翌年に発芽を

  調査した。

３　結果

  主として当年に発芽したものは、コナラ、

トチノキ、サワグルミ、イタヤカエデ、キハ

ダ等27種であった。

  主として翌年に発芽したものは、エゾヤマ

ザクラ、エゾエノキ、ナナカマド、エゴノキ、

ハリギリ等35種であった。

  当年と翌年にほぼ同じ程度発芽したもの

は、イヌエンジュ、ハクウンボク、ボケ等７

種であった。

４　成果の活用と今後の進め方

  広葉樹の苗木生産の参考とする。

  今後、床替えから山出しまでの育苗方法、

種子の発芽促進方法、保存方法などについて

調査する予定である。

県産広葉樹７８種の種子の発芽特性
―発芽は播種当年か翌年か―
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